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防災力の充実、

強化について提言
　本市議会では、地域防災計画の見直しや、

防災対策に係る条例の調査研究を行うことを

目的として、防災対策基本条例等調査特別委

員会を設置し、調査・研究を行ってきました。

　去る６月17日、手交式を行い、次

なる災害へ備えるため、地域防災計画

の見直しを含む防災力の充実、強化に

ついて提言しました。

きみつ

議会HP

主　な　内　容
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本
会
議
討
論

　

議
員
、

　

議
員
、
特
別
職
の
報
酬
等
減
額
、

特
別
職
の
報
酬
等
減
額
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
係
る
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

に
係
る
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

議
案
43
件
、
陳
情
２
件
を
議
決

回第

令和 2 年

2
定例会

の

あらまし          

　

第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
２
日
か
ら
６
月
17

日
ま
で
の
16

日
間
、

１
週
間
程
度
短
縮
し
た
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
令
和
２
年
度
君
津
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
、
第
３
号
、
４
号
）
な
ど
市
長
提
出
の
40

議
案
、
議
員
提
出

の
１
議
案
、
委
員
会
提
出
の
２
議
案
、
陳
情
２
件
を
審
議
し
、
慎

重
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
・
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
６
人
が
登
壇
し
、
市
政
運
営
等
に
つ
い
て
、

活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

賛
　
成

　

議
案
第
22

号
の
「
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
」

に
お
い
て
、
市
民
へ
の
迅
速
な
支
援
が
求
め
ら
れ

る
中
、
本
市
は
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
速
や
か
に

給
付
事
務
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
市
内
世
帯
へ

の
給
付
金
の
給
付
率
は
既
に
96

パ
ー
セ
ン
ト
を
超

え
、
全
国
的
に
見
て
も
高
い
給
付
率
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
高
く
評
価
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

ま
た
、
「
ひ
と
り
親
家
庭
等
へ
の
臨
時
特
別
給
付

金
給
付
事
業
」
に
つ
い
て
も
、
市
の
独
自
の
取
組

と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

を
受
け
て
い
る
ひ
と
り
親
世
帯
等
の
生
活
を
支
援

す
る
な
ど
、
専
決
処
分
に
よ
り
速
や
か
に
支
援
策

を
実
施
す
る
必
要
が
あ
っ
た
も
の
と
理
解
す
る
。

　

議
案
第
23

号
の
「
中
小
企
業
等
事
業
継
続
支
援

事
業
」
に
お
い
て
、
休
業
等
に
よ
り
大
き
な
打
撃

を
受
け
た
中
小
企
業
や
個
人
事
業
主
に
対
し
て
県

が
行
う
補
助
に
市
が
上
乗
せ
補
助
を
行
う
こ
と

は
、
一
定
の
理
解
を
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
今
後

起
こ
り
う
る
感
染
拡
大
の
第
２
波
に
対
し
て
備
え

る
必
要
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
経
済
対
策

の
拡
充
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

　

議
案
第
24

号
の
「
妊
婦
支
援
特
別
給
付
金
給
付

事
業
」
に
つ
い
て
、
感
染
対
策
に
か
か
る
費
用
が

大
き
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
妊
産
婦
に
対

し
、
給
付
を
行
う
こ
と
は
、
生
活
面
の
不
安
を
解

消
す
る
観
点
か
ら
、
必
要
な
支
援
で
あ
る
と
考
え

る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
支
援
に

関
し
、
今
後
も
国
等
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
必
要

な
支
援
策
を
講
じ
る
よ
う
期
待
す
る
。

　

ま
た
、
討
論
し
た
以
外
の
議
案
お
よ
び
陳
情
に

つ
い
て
も
賛
成
す
る
。

教
育
長　

　
　
　
　

　
粕
　
谷
　
哲
　
也
（
木
更
津
市
万
石
）

農
業
委
員
会
委
員

　
鈴
　
木
　
郁
　
夫
（
三
直
）

　
鮎
　
川
　
正
　
幸
（
貞
元
）

　
水
　
野
　
徳
　
子
（
練
木
）

　
小
笠
原
　
武
　
男
（
大
井
戸
）

　
笹
　
本
　
幸
　
恵
（
糸
川
）

　
宇
　
野
　
真
　
弘
（
鎌
滝
）

　
石
　
��
　
定
　
雄
（
東
粟
倉
）

　
真
　
板
　
　
　
徹
（
宿
原
）

　
田
　
丸
　
三
　
郎
（
賀
恵
渕
）

　
鳥
　
海
　
純
　
次
（
寺
沢
）

　
江
　
澤
　
康
　
雄
（
久
留
里
市
場
）

　
鈴
　
木
　
　
　
清
（
加
名
盛
）

　
粕
　
谷
　
定
　
嗣
（
黄
和
田
畑
）

　
神
　
子
　
純
　
一
（
日
渡
根
）

人事案件に同意
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特別定額給付金　事
務作業の様子

特別定額給付金　事
務作業の様子

　今
定
例
会
で
は
、
君
津
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
、

第
３
号
、
第
４
号
）
に
係
る
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
補
正
予
算
は
主
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急

経
済
対
策
に
要
す
る
経
費
を
計
上
し
た
も
の
で
す
。

〜
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
〜

一
般
会
計
補
正
予
算

特
別
定
額
給
付
金

給
付
事
業

84
億

８
，
２
０
０
万
円

84
億

８
，
２
０
０
万
円

ひ
と
り
親
家
庭
等
へ
の
臨
時

特
別
給
付
金
給
付
事
業

２
，
８
９
４
万
円

２
，
８
９
４
万
円

　
市
民
一
人
当
た
り
10
万
円
を
支
給

し
ま
す
。

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

ひ
と
り
親
家
庭
等
に
対
し
、
児
童
一

人
当
た
り
３
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

中
小
企
業
等
事
業
継
続

支
援
事
業

１
億

５
，
６
６
４
万

５
千
円

１
億

５
，
６
６
４
万

５
千
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
経
済
活
動
の
休
止
・
縮
小
の
影

響
を
受
け
て
い
る
中
小
企
業
等
に
対

し
、
千
葉
県
中
小
企
業
再
建
支
援
金

に
上
乗
せ
給
付
し
ま
す
。

小
学
校
費
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
学
習

環
境
整
備
事
業
）

２
，
７
８
６
万

９
千
円

２
，
７
８
６
万

９
千
円

中
学
校
費
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
学
習

環
境
整
備
事
業
） １

，
７
５
０
万
円

１
，
７
５
０
万
円

　
児
童
・
生
徒
１
人

１
台
の
学
習
用
端
末

を
前
倒
し
で
整
備
し

ま
す
。

特
別
職
の
人
件
費

１
，
０
７
８
万

７
千
円

１
，
０
７
８
万

７
千
円

　
市
長
・
副
市
長
・
教
育
長
・
危
機
管

理
監
の
給
料
を
９
か
月
間
10
％
減
額

（
△
２
７
７
万
２
千
円
）
す
る
と
と
も

に
、
危
機
管
理
監
の
人
件
費
（
１
，３
５

５
万
９
千
円
）
を
計
上
し
ま
す
。

非
常
災
害
時
用
備
蓄
品
購
入

事
業

１
，
３
９
４
万
円

１
，
３
９
４
万
円

　
避
難
所
開
設
時
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、

間
仕
切
り
等
を
購
入
し
ま
す
。

※

委
員
会
審
査
の
中
で
出
た
質
疑
に
つ

い
て
は
、
委
員
会
の
焦
点
（
８
ペ
ー
ジ

〜
９
ペ
ー
ジ
）
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

強
い
農
業
・
担
い
手
づ
く
り

総
合
支
援
交
付
金 14

億

８
，
０
８
４
万

８
千
円

14
億

８
，
０
８
４
万

８
千
円

　
令
和
元
年
台
風
15
号
等
に
よ
り
被
災

し
た
農
業
施
設
の
再
建
を
支
援
し
ま
す
。

感
染
症
予
防
事
業

５
４
６
万

１
千
円

５
４
６
万

１
千
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係

る
支
援
策
と
し
て
妊
産
婦
に
対
し
給
付

金
を
給
付
す
る
と
と
も
に
、
感
染
症
対

策
と
し
て
公
共

施
設
へ
置
く
消

毒
用
ア
ル
コ
ー

ル
や
医
療
機
関

向
け
の
防
護
服

な
ど
を
購
入
し

ま
す
。

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別

給
付
金
給
付
事
業

９
，
０
６
６
万

９
千
円

９
，
０
６
６
万

９
千
円

妊
婦
支
援
特
別
給
付
金

給
付
事
業４

，
０
１
１
万
円

４
，
０
１
１
万
円

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別

給
付
金
加
算
事
業 ８，９６７

万

７
千
円

８
，
９
６
７
万

７
千
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

係
る
支
援
策
と
し
て
、
児
童
手
当
（
本

則
給
付
）
受
給
世
帯
に
対
し
給
付
金

を
給
付
し
ま
す
。

※

令
和
２
年
４
月
30

日
付
け
で

専
決
処
分
を
行
い
ま
し
た
。

議
案
第
22

号

補
正
予
算
（
第
２
号
）

議
案
第
22

号

補
正
予
算
（
第
２
号
）

※

令
和
２
年
５
月
13

日
付
け
で

専
決
処
分
を
行
い
ま
し
た
。

議
案
第
23

号

補
正
予
算
（
第
３
号
）

議
案
第
23

号

補
正
予
算
（
第
３
号
）

議
案
第
24

号

補
正
予
算
（
第
４
号
）

議
案
第
24

号

補
正
予
算
（
第
４
号
）
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議案番号 件　　　名

議案第１号
農業委員会委員の過半数を認定農業者等又は認定

農業者等に準ずる者とすることについて

議案第２号
特別職の職員で常勤のものの給与の減額に関する

条例の制定について

議案第３号
君津市税条例等の一部を改正する条例の制定につ

いて

議案第４号
君津市都市計画税条例の一部を改正する条例の制

定について

議案第５号
君津市手数料徴収条例の一部を改正する条例の制

定について

議案第６号

君津市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事

業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正

する条例の制定について

議案第７号
君津市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例の制定について

議案第８号
君津市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

議案第９号
君津市重度心身障害者の医療費助成に関する条例

の一部を改正する条例の制定について

議案第10号
君津市精神障害者医療費給付条例の一部を改正す

る条例の制定について

議案第11号
君津市国民健康保険条例の一部を改正する条例の

制定について

議案第12号
君津市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

の制定について

議案第13号
君津市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正

する条例の制定について

議案第14号
君津市介護保険条例の一部を改正する条例の制定

について

議案第15号
君津市自転車駐車場の設置及び管理に関する条例

の一部を改正する条例の制定について

議案第16号 救助工作車（Ⅱ型）購入契約の締結について

議案番号 件　　　名

発議案第２号
議会議員の議員報酬の減額に関する条例の制定に

ついて

議案番号 件　　　名

発議案第３号
義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書に

ついて

発議案第４号
国における2021年度教育予算拡充に関する意見書

について

出席議員全員が賛成した議案、発議、陳情（全会一致）

議案番号 件　　　名

議案第17号 市道路線の認定について

議案第18号
君津市税条例の一部を改正する条例についての専

決処分の承認を求めることについて

議案第19号
君津市都市計画税条例の一部を改正する条例につ

いての専決処分の承認を求めることについて

議案第20号
君津市税条例の一部を改正する条例についての専

決処分の承認を求めることについて

議案第21号
君津市都市計画税条例の一部を改正する条例につ

いての専決処分の承認を求めることについて

議案第22号
令和２年度君津市一般会計補正予算（第２号）に

ついての専決処分の承認を求めることについて

議案第23号
令和２年度君津市一般会計補正予算（第３号）に

ついての専決処分の承認を求めることについて

議案第24号 令和２年度君津市一般会計補正予算（第４号）

議案第25号
令和２年度君津市国民健康保険特別会計補正予算

（第１号）

議案第26号 教育長の任命について

議案第27号 農業委員会委員の任命について

議案第28号 農業委員会委員の任命について

議案第29号 農業委員会委員の任命について

議案第30号 農業委員会委員の任命について

議案第31号 農業委員会委員の任命について

議案第32号 農業委員会委員の任命について

議案第33号 農業委員会委員の任命について

議案第34号 農業委員会委員の任命について

議案第35号 農業委員会委員の任命について

議案第36号 農業委員会委員の任命について

議案第37号 農業委員会委員の任命について

議案第38号 農業委員会委員の任命について

議案第39号 農業委員会委員の任命について

議案第40号 農業委員会委員の任命について

議案番号 件　　　名

陳情第３号
「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見

書」採択に関する陳情書

陳情第４号
「国における2021年度教育予算拡充に関する意見書」

採択に関する陳情書

◆市長提出議案

◆議員提出議案

◆陳情

◆委員会提出議案

　　

令
和
２
年
７
月
１
日
か
ら

令
和
３
年
３
月
31

日
ま
で
の

間
、
議
員
報
酬
月
額
の
10

％

を
減
額
し
ま
す
。

　

令
和
２
年
７
月
１
日

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
が
市
民
生
活
や
地

域
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
本
市
の
様
々
な
支
援
を

行
う
た
め
の
財
源
と
し
て
活

用
で
き
る
よ
う
、
議
会
議
員

の
議
員
報
酬
の
削
減
に
関
す

る
新
た
な
条
例
を
制
定
し
ま

し
た
。

１  

制
定
の
趣
旨

２  

条
例
の
内
容

３  

施
行
期
日

君津市議会第２回定例会君津市議会第２回定例会  議案等の審議結果  議案等の審議結果令和２年

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
の
減
額
に
関
す
る

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
の
減
額
に
関
す
る

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

発
議
案
第
２
号
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・コロナ禍の現況と今後の感染

拡大防止対策について

・コロナ禍における経済対策と

今後の財政見込みについて

・コロナ禍の影響を受けた教育

行政の復活について

・市内産業廃棄物最終処分場に

ついて

P.6
令和新政

須永 和良 議員

・人材活用について

・市民の命を守る防災対策につ

いて

・市長公約について

・安全な保育園にするために

・消防政策について

・旧秋元小学校の新しい複合施

設について

・新型コロナウイルス感染症に

ついて

・次期総合計画について

P.7

P.7

創政会

かがやき君津

下田 剣吾 議員

船田 兼司 議員

・子どもたちが安心して学べる

教育環境整備について

・市民の命と生活を守る安全安

心のまちづくりについて

・新しい生活様式の実践と新た

なまちづくりについて

P.6
公明党

佐藤 葉子 議員

・学校教育について

・保育環境整備について

・ファシリティマネジメントの

推進について

・新型コロナウイルス感染症対

策について

・環境行政について

P.6

P.7

きみつ未来

諸派・日本共産党

石上　塁 議員

三浦 道雄 議員

第 2回定例会では、６人の議員が一般質問を行いました。

各議員の質問の大綱については下記のとおりです（通告順）

マーカーの項目は、本文に内容を掲載しています。

なお、掲載記事は、質問した議員自らの寄稿によるものです。

※質問時間を60分から45 分に短縮して一般質問を行いました。

一 般 質 問

QQ＆＆AA

市政を問う！
市政を問う！

配信内容

注　　意

アクセス方法

定例会及び臨時会の本会議

☆スマホ・タブレットからも

　ご視聴いただけます。

速報版は無編集の映像となっています。本会議後おおむね 7日以内に

議事日程や一般質問の議員ごとに編集した映像への切り替えを行いま

す。配信内容は公式記録ではありません。視聴の際は、配信ページ内

の注意事項を必ず確認してください。

①君津市トップページの「君津市議会」をクリック

②左側にある「インターネット中継」をクリック

③メニューから視聴したいページを選択し、ご視聴ください。

　本会議のライブ配信・録画配信を行っています。また、本会議の翌日（土

日祝日を除く）に速報版として無編集の録画映像を見ることができます。

ぜひご視聴ください。

議会本会議を配信しています！議会本会議を配信しています！  
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市
内
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場

事
業
者
の
第
三
期
処
分
場
に
係
る
法
定
外
公
共
物
排
出
水

流
出
許
可
申
請
に
つ
い
て
許
可
を
出
し
て
い
る
が
、
環
境

審
議
会
に
諮
問
し
た
か
。

環
境
審
議
会
に
は
諮
問
し
て
い
な
い
。

青
道
の
水
温
や
水
質
に
も
影
響
す
る
こ
と
か
ら
環
境
審
議

会
に
か
け
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

所
管
す
る
建
設
部
と
と
も
に
検
討
す
る
。

市
長
な
ら
こ
の
増
設
を
止
め
て
く
れ
る
と
期
待
し
て
、
応

援
し
て
い
る
人
も
い
る
と
思
う
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

第
３
期
増
設
事
業
は
、
県
で
許
可
を
受
け
、
既
に
大
規
模

な
建
設
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
大
変
遺
憾
で
あ
る
。

今
後
市
長
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
、
法
令
と
の
適
合
性
を
勘

案
し
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
方
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

今
後
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
準
備

今
後
の
た
め
の
備
蓄
品
の
準
備
や
、
災
害
時
と
重
な
っ
た

場
合
の
避
難
所
運
営
な
ど
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

次
の
流
行
を
見
据
え
防
護
服
や
マ
ス
ク
、
消
毒
液
、
体
温

計
等
に
つ
い
て
一
定
量
を
確
保
し
て
い
る
。
災
害
が
発
生
し

た
場
合
に
備
え
、
避
難
所
運
営
の
考
え
方
を
整
理
し
て
お
り
、

避
難
者
の
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
間
仕
切
り
の
設
置
を
行
う
ほ
か
、

教
室
の
利
用
に
つ
い
て
も
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
た
教
育
行
政
の
復
活
に
む
け
て

休
校
に
よ
り
児
童
・
生
徒
の
学
び
に
多
大
な
影
響
が
出
た

た
が
、
授
業
時
間
数
を
ど
の
よ
う
に
取
り
戻
す
の
か
伺
う
。

教
育
内
容
の
見
直
し
、
夏
季
休
業
の
短
縮
、
７
時
間
授
業

の
実
施
の
ほ
か
、
学
校
行
事
の
削
減
な
ど
も
検
討
し
て
い

く
。
ま
た
、
指
導
補
助
教
員
や
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
個
別

指
導
も
取
り
入
れ
る
な
ど
適
切
な
支
援
に
努
め
て
い
く
。

地
域
経
済
を
守
る

感
染
症
の
影
響
を
受
け
る
多
く
の
事
業
者
の
継
続
の
た
め

に
、
国
・
県
・
市
の
給
付
支
援
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
が
、

要
件
で
あ
る
前
年
同
月
比
収
入
の
半
減
に
満
た
な
い
事
業
者
へ

の
支
援
策
に
つ
い
て
伺
う
。

経
済
活
動
の
回
復
の
中
で
、
新
し
い
生
活
様
式
も
踏
ま
え
な
が

ら
、経
済
活
動
の
拡
大
に
向
け
た
支
援
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

生
活
者
の
暮
ら
し
を
守
る

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
収
入
減
や
失
業
な
ど
暮
ら
し
へ
の
影
響

は
深
刻
。
支
援
制
度
が
複
雑
で
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
適

切
な
相
談
窓
口
に
つ
な
げ
る
た
め
の
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
を
設
置
し
、

必
要
な
方
へ
支
援
が
行
き
届
く
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
の
導
入
に
向
け
て
取
り
組
む
。

生
活
や
仕
事
で
お
困
り
の
方
に
寄
り
添
う
相
談
窓
口
「
生

活
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
き
み
つ
」
へ
の
相
談
件
数
が
平
常
時

の
約
３
倍
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
体

制
強
化
が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

相
談
件
数
の
増
加
や
継
続
的
な
支
援
等
に
対
応
し
て
い
く

必
要
性
が
あ
る
た
め
、
国
の
交
付
金
の
活
用
等
も
視
野
に
、

体
制
強
化
に
つ
い
て
十
分
検
討
す
る
。

感
染
症
と
自
然
災
害
の
同
時
発
生
の
備
え

近
年
の
大
規
模
自
然
災
害
の
多
発
か
ら
も
、
早
急
に
避
難

所
に
お
け
る
３
密
回
避
の
方
策
や
備
蓄
品
の
見
直
し
な
ど

が
必
要
だ
が
、
本
市
の
対
応
策
に
つ
い
て
伺
う
。

安
全
が
確
保
で
き
可
能
な
場
合
は
、
親
戚
や
友
人
宅
、
在

宅
避
難
の
検
討
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
可
能
な
限
り
多

く
の
避
難
所
の
開
設
を
図
る
ほ
か
、
ホ
テ
ル
等
の
活
用
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
マ
ス
ク
や
消
毒
液
に
加
え
、
感
染
症
対
策
に
必
要

な
物
資
の
備
蓄
に
努
め
る
。

今
後
の
児
童
生
徒
の
学
び

国
の
補
正
で
加
配
・
学
習
指
導
員
が
追
加
と
な
る
予
定
で

あ
る
が
、
人
材
の
確
保
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
市
単
独

に
よ
る
人
材
確
保
を
す
る
か
伺
う
。

子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
保
障
を
す
る
た
め
、
幅
広
い
人
材

を
雇
用
し
、
可
能
な
限
り
の
追
加
配
置
を
考
え
て
い
る
。

君
津
市
保
育
環
境
整
備
計
画
（
素
案
）

君
津
市
保
育
環
境
整
備
計
画
（
素
案
）
で
、
久
保
、
常
代
、

上
湯
江
の
３
つ
の
保
育
園
を
閉
園
す
る
計
画
と
な
っ
た
根

拠
を
伺
う
。

久
保
、
上
湯
江
、
常
代
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
に

開
園
し
た
民
間
保
育
施
設
及
び
（
仮
称
）
貞
元
保
育
園
に

お
い
て
、
当
該
地
域
の
保
育
需
要
に
対
応
可
能
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
令
和
５
年
度
末
を
も
っ
て
閉
園
す
る
計
画
と
し
た
。

基
本
方
針
の
策
定
か
ら
本
計
画
の
公
表
ま
で
約
５
年
か

か
っ
た
経
緯
と
、
そ
の
間
に
保
護
者
・
地
域
へ
の
対
応
が
な

か
っ
た
理
由
を
伺
う
。

民
間
保
育
園
の
誘
致
な
ど
の
事
業
展
開
を
行
い
、
昨
今
の

民
間
事
業
者
の
進
出
状
況
を
踏
ま
え
た
全
体
の
保
育
環
境

整
備
の
効
果
的
な
手
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
今
後
は
、
各

園
の
整
備
手
法
に
関
し
て
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
に
対
し
、

十
分
な
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
進
め
て
い
き
た
い
。

民
間
活
力
の
導
入

内
箕
輪
、
南
子
安
保
育
園
の
整
備
区
域
、
場
所
の
指
定
に

つ
い
て
伺
う
。

内
箕
輪
保
育
園
、
南
子
安
保
育
園
の
民
営
化
に
あ
た
っ
て

は
、
現
施
設
に
あ
る
程
度
近
接
し
た
地
域
を
指
定
し
た
形

で
公
募
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

QQQQ AAAA A

Q

QQQQ

QQ Q A

AAAA

AA A

令
和
新
政

公
明
党

き
み
つ
未
来

須
永　

和
良 

議
員

佐
藤　

葉
子 

議
員

石
上　

塁 

議
員

Q
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
の
役
割
・
機
能

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
の
役
割
と
機
能

に
つ
い
て
伺
う
。

全
庁
的
な
情
報
共
有
と
体
制
強
化
及
び
関
係
機
関
と
の
連

携
、
市
民
や
市
内
業
者
へ
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

社
会
保
障
制
度
の
拡
充
及
び
医
療
・
介
護
保
険
制
度
等

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ
る
社
会
保
障
制

度
の
貧
弱
さ
を
痛
感
し
た
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
に
よ
り
市
民
の
安
心
が
確
保

さ
れ
る
よ
う
、
国
の
動
向
を
見
な
が
ら
、
市
民
生
活
の
安

定
に
努
め
る
。

小
・
中
学
校
の
再
開

学
校
教
育
活
動
を
ど
の
よ
う
に
再
開
し
て
い
く
の
か
。
学

校
教
材
等
は
無
償
に
す
べ
き
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

感
染
症
対
策
と
学
習
権
の
保
障
を
両
立
さ
せ
な
が
ら
、
段

階
的
に
学
校
を
再
開
し
て
い
く
。
教
材
等
は
就
学
援
助
制

度
に
よ
り
援
助
を
行
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
強
行
す
る
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
問
題

木
更
津
市
駐
屯
地
へ
の
オ
ス
プ
レ
イ
の
暫
定
配
備
計
画
に
つ

い
て
見
解
を
伺
う
。

防
衛
省
北
関
東
防
衛
局
長
に
対
し
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
暫
定

配
備
の
経
緯
や
安
全
性
等
に
つ
い
て
直
接
説
明
を
求
め
る

要
望
書
を
提
出
し
た
。

新
井
総
合
施
設
株
式
会
社
の
動
向

第
二
期
処
分
場
で
は
１
日
当
た
り
、
平
均
41
台
の
産
廃
ダ

ン
プ
の
搬
入
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
内
訳
を
伺
う
。

内
訳
と
し
て
、
産
業
廃
棄
物
の
運
搬
が
22

台
、
災
害
廃
棄

物
の
運
搬
が
２
台
、
覆
土
用
の
土
砂
の
運
搬
が
17

台
と
な
っ

て
い
る
。

緊
急
の
は
ず
の
古
い
保
育
園
安
全
対
策

議
会
と
市
長
が
協
力
し
て
進
め
て
き
た
老
朽
化
し
た
市
立

保
育
園
の
安
全
対
策
工
事
に
つ
い
て
伺
う
。

制
限
付
き
一
般
競
争
入
札
を
実
施
後
、
６
月
中
旬
に
は
契

約
、
着
工
す
る
。
工
事
は
複
数
園
同
時
進
行
で
、
１
園
あ

た
り
２
か
月
半
程
度
を
想
定
し
、
令
和
３
年
２
月
に
完
了
予
定

で
あ
る
。

議
会
へ
の
説
明
は
長
く
て
も
半
年
で
工
事
完
了
だ
っ
た
。
７

つ
の
保
育
園
の
工
事
を
そ
れ
ぞ
れ
発
注
す
れ
ば
２
か
月
半

で
終
わ
る
は
ず
。
市
内
業
者
が
限
ら
れ
る
特
殊
な
方
法
と
い
う

こ
と
だ
が
、
会
員
は
何
社
あ
る
か
。

工
法
は
ウ
ッ
ド
ピ
タ
工
法
で
あ
り
、
ウ
ッ
ド
ピ
タ
工
法
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
会
員
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
会
員
業

者
は
、
１
社
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

設
計
は
随
意
契
約
で
あ
り
、
工
事
も
市
内
業
者
が
限
ら
れ

る
工
法
を
使
う
の
は
理
解
で
き
な
い
。
一
つ
の
業
者
が
や
る

た
め
、
来
年
の
２
月
ま
で
か
か
る
。
保
育
士
や
子
ど
も
の
命
を

市
長
が
真
剣
に
受
け
止
め
、
議
会
も
設
計
や
工
事
費
を
前
倒
し

し
て
決
定
し
た
。
そ
う
し
た
思
い
を
裏
切
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
一
昨
日
の
新
聞
に
久
保
保
育
園
の
園
児
が
、
交
通

安
全
を
祈
っ
て
ヒ
マ
ワ
リ
を
植
え
た
記
事
が
あ
っ
た
。
そ
の
久
保

保
育
園
は
耐
震
性
が
あ
る
の
か
。

耐
震
性
は
十
分
で
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

民
間
企
業
か
ら
の
台
風
支
援
に
支
払
い

台
風
、
大
雨
被
害
の
後
の
民
間
企
業
の
支
援
に
つ
い
て
伺

う
。

昨
年
の
台
風
大
雨
の
際
に
、
災
害
時
に
お
け
る
応
援
協
定

に
基
づ
き
、
本
市
か
ら
物
資
提
供
の
要
請
を
行
い
、
支
払

い
を
行
っ
た
の
は
、
食
料
品
で
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
株
式
会
社
、
避

難
所
の
飲
料
水
で
有
限
会
社
福
田
水
道
な
ど
計
６
社
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
医
療
体
制
の
強
化

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
数
と
入
院
病
床
数
の
確
保
の
取
組
に
つ
い
て

伺
う
。

県
の
１
日
当
た
り
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
可
能
件
数
は
６
７
２
件
で

あ
る
。
検
査
体
制
の
拡
大
が
必
要
で
あ
り
、
君
津
木
更
津

医
師
会
や
保
健
所
等
と
協
議
す
る
。
入
院
病
床
の
確
保
は
、
県
に

お
い
て
調
整
を
進
め
、
患
者
数
が
増
大
し
た
蔓
延
期
に
受
入
れ
可

能
な
病
床
数
は
５
月
26

日
現
在
で
、
県
全
体
で
８
１
９
床
で
あ
る
。

個
人
事
業
主
、
中
小
企
業
等
及
び
経
済
的
困
窮
者
へ
の
支
援

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
の
影
響
を
受
け
た

事
業
者
等
に
寄
り
添
っ
た
支
援
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

国
の
持
続
化
給
付
金
申
請
へ
の
支
援
を
図
る
サ
ポ
ー
ト
会

場
を
６
月
５
日
に
君
津
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に

開
設
し
、
千
葉
県
中
小
企
業
再
建
支
援
金
等
の
支
援
制
度
に
つ

い
て
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、

市
独
自
支
援
策
で
あ
る
君
津
市
中
小
企
業
等
事
業
継
続
支
援
金

の
支
給
を
５
月
末
よ
り
開
始
し
た
。

県
・
市
の
支
援
金
申
請
に
つ
い
て
重
複
書
類
が
非
常
に
多

い
が
、
手
続
の
簡
略
化
や
見
直
し
に
つ
い
て
伺
う
。

一
部
添
付
書
類
に
つ
い
て
県
に
提
出
し
た
書
類
の
コ
ピ
ー
を

認
め
て
い
る
。
ま
た
、
県
の
支
援
金
交
付
決
定
書
を
添
付

す
る
こ
と
で
、
他
の
添
付
書
類
は
不
要
と
す
る
な
ど
、
負
担
軽

減
の
た
め
簡
素
化
に
努
め
て
い
る
。

旧
秋
元
小
学
校
跡
施
設
を
活
用
し
た
複
合
施
設
の
整
備

清
和
行
政
セ
ン
タ
ー
、
清
和
保
育
園
、
清
和
公
民
館
等
の

複
合
化
に
つ
い
て
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
取
組
を
伺
う
。

行
政
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
等
の
社
会
教
育
施
設
は
令
和
４

年
度
の
工
事
完
了
後
、
供
用
開
始
。
保
育
園
は
令
和
５
年

４
月
の
開
園
を
目
指
す
。
行
政
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
台
風
被

害
対
応
の
経
験
を
生
か
し
、
防
災
拠
点
と
し
て
整
備
を
し
た
い
。

QQQQQ AAAAA

QQQQ

QQQQ

AAAA

AAAA

諸
派
・
日
本
共
産
党

創
政
会

か
が
や
き
君
津

三
浦　

道
雄 

議
員

下
田　

剣
吾 

議
員

船
田　

兼
司 

議
員



8きみつ市議会だより  No.141

審
査
案
件
（
議
案
第
２
号
か
ら
議
案
第
４
号
、
議

案
第
16
号
、
議
案
第
18
号
か
ら
議
案
第
24
号
）

◆
議
案
第
２
号

（
内
容
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が

市
民
生
活
や
地
域
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
常
勤
の
特
別
職
の
給
与

を
減
額
し
、
支
援
に
係
る
財
源
の
一
部
と
す
る
た

め
、
新
た
に
条
例
を
制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
内
容
と
し
て
、
令
和
２
年
７
月
１
日
か
ら
令

和
３
年
３
月
31

日
ま
で
の
間
、
市
長
、
副
市
長
、

危
機
管
理
監
及
び
教
育
長
の
給
料
月
額
に
つ
い

て
、
10

パ
ー
セ
ン
ト
減
額
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

（
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

◆
議
案
第
16
号

（
内
容
）
指
名
競
争
入
札
を
実
施
し
た
結
果
、

帝
商
株
式
会
社
が
請
負
金
額
１
億
６
千
６
５
３
万

８
千
７
２
４
円
で
落
札
し
た
も
の
で
救
助
工
作
車

の
規
格
等
に
つ
い
て
は
、
排
気
量
５
千
㏄
以
上
、

四
輪
駆
動
方
式
、
乗
車
定
員
５
名
、
ウ
イ
ン
チ
装

置
、
ク
レ
ー
ン
装
置
等
を
艤ぎ

装そ
う

し
、
エ
ン
ジ
ン

カ
ッ
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
救
助
用
資
機
材
一
式

を
積
載
す
る
も
の
で
、
納
期
は
令
和
３
年
３
月
19

日
ま
で
で
あ
る
こ
と
、
契
約
を
締
結
す
る
に
あ
た

り
、
議
会
の
議
決
を
経
た
上
で
本
契
約
と
す
る
も

の
。

　
　

用
途
及
び
出
動
件
数
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

交
通
事
故
、
水
難
事
故
、
建
物
火
災
の
場
面

等
に
お
い
て
、
車
両
や
家
屋
等
か
ら
人
命
を
救
助

す
る
た
め
の
特
殊
な
装
置
や
機
材
を
装
備
し
た
車

両
で
あ
り
、
令
和
元
年
の
出
動
件
数
は
、
１
１
５

件
で
あ
る
。
（
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
）

◆
議
案
第
24
号

　
　

非
常
災
害
時
用
備
蓄
品
購
入
事
業
に
関
し
、

備
蓄
品
の
詳
細
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

１
セ
ッ
ト
で
４
部
屋
が
作
成
で
き
る
間
仕
切

り
、
１
６
０
セ
ッ
ト
に
併
せ
て
間
仕
切
り
の
中
に

敷
く
マ
ッ
ト
を
２
１
０
セ
ッ
ト
、
購
入
す
る
こ
と

を
予
定
し
て
お
り
、
組
み
立
て
に
関
し
て
は
、
工

具
が
不
要
で
比
較
的
短
時
間
で
設
置
で
き
る
も
の

で
あ
る
。

　
　
　

今
後
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
配
慮
し
た
避
難
所
運
営
が
求
め
ら
れ
る
た

め
、
ス
ム
ー
ズ
な
設
置
が
で
き
る
よ
う
積
極
的
に

訓
練
を
実
施
さ
れ
た
い
。
（
全
会
一
致
で
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
）

審
査
案
件
（
議
案
第
６
号
か
ら
議
案
第
14
号
、

議
案
第
22
号
か
ら
議
案
第
25
号
、
陳
情
第
３
号
、

陳
情
第
４
号
）

◆
議
案
第
8
号

（
内
容
）
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資
格
研
修
に

つ
い
て
、
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
に

加
え
、
中
核
市
の
長
も
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
研
修
実
施
者

に
、
中
核
市
の
長
を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
　

条
例
改
正
に
よ
る
本
市
へ
の
影
響
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　

本
市
は
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
今
後
は
、
中
核
市
の
長
に
よ
る
研
修
を
受
け

た
者
に
つ
い
て
も
、
本
市
の
支
援
員
と
し
て
、
雇

用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
（
全
会
一
致
で

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

◆
議
案
第
11
号

（
内
容
）
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
っ

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
又
は　

感
染
の
疑
い
に
よ
り
療
養
が
必
要
に
な
り
労
務
に

服
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
被
用
者
に
対

し
、
傷
病
手
当
金
を
支
給
す
る
も
の
。

　
　

対
象
者
の
範
囲
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

給
与
等
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
被
用
者
に

つ
い
て
、
休
業
補
償
等
の
充
実
を
図
る
た
め
、
本

手
当
金
の
支
給
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
（
全

会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

◆
議
案
第
23
号

　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
学
習
環
境
整
備
事
業
に
関
し
、
パ
ソ

コ
ン
の
仕
様
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

自
宅
で
の
学
習
等
を
想
定
し
、
持
ち
運
び
が

で
き
る
端
末
を
導
入
し
た
い
。
（
全
会
一
致
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

問答

意
見

問

問問

答

答答 問答

救助工作車（参考）

間仕切り設置の様子（参考）

※

議
案
名
は
、
議
案
等
の
審
議
結
果
（
４
ペ
ー
ジ
）
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

各
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
議
案
を
そ
れ
ぞ
れ
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
議
案
の
審
査
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

委

員

会

の

焦

点

●
総
務
常
任
委
員
会

●
教
育
福
祉
常
任
委
員
会
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審
査
案
件
（
議
案
第
１
号
、
議
案
第
５
号
、

議
案
第
15
号
、
議
案
第
17
号
、
議
案
第
22
号

か
ら
議
案
第
24
号
）

◆
議
案
第
5
号

（
内
容
）
行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
個
人
番
号
の
通
知
カ
ー
ド

が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
通
知
カ
ー
ド
に
係
る

手
数
料
の
規
定
を
削
除
す
る
も
の
。

　
　

通
知
カ
ー
ド
の
再
交
付
件
数
及
び
廃
止
後
の

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

令
和
元
年
度
の
再
交
付
件
数
は
、
３
６
２
件

で
あ
る
。
廃
止
後
の
対
応
と
し
て
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
へ
の
移
行
を
案
内
を
し
て
い
る
。

（
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

◆
議
案
第
15
号

（
内
容
）
君
津
市
自
転
車
駐
車
場
の
指
定
管
理
者

と
な
る
団
体
の
要
件
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
補

修
、
災
害
等
の
理
由
に
よ
り
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
場
合
に
自
転
車
駐
車
場
の
供
用
を
中
止
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
。

　
　

団
体
要
件
緩
和
の
目
的
及
び
期
待
さ
れ
る
効

果
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

従
来
は
、
指
定
管
理
者
を
市
内
事
業
者
に

限
定
し
て
い
た
た
め
、
応
募
が
一
者
の
み
で

あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
平
成
28

年
度
よ
り
、
利

用
料
金
制
度
を
導
入
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
団

体
要
件
を
緩
和
す
る
こ
と
で
、
当
該
事
業
に
精

通
し
た
事
業
者
を
広
く
募
集
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
経
費
の
節
減
や
よ
り
よ
い
事
業

計
画
の
提
案
を
求
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

◆
議
案
第
24
号

　
　

感
染
症
予
防
事
業
に
関
し
、
購
入
す
る
消
耗

品
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

使
い
捨
て
マ
ス
ク
５
万
枚
、
防
護
服
５
０
０

枚
、
容
量
１
リ
ッ
ト
ル
程
度
の
消
毒
用
ア
ル
コ
ー

ル
５
０
０
本
の
購
入
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　

生
活
困
窮
者
等
自
立
相
談
支
援
事
業
に
関

し
、
住
居
確
保
給
付
金
の
申
請
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　

昨
年
度
は
１
件
、
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
５

月
末
時
点
で
２
０
件
の
申
請
が
き
て
い
る
。

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

条
件
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
周
知

を
徹
底
さ
れ
た
い
。
（
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
）

◆
議
案
第
17
号

（
内
容
）
宅
地
開
発
行
為
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
貞

元
地
先
の
道
路
区
域
、
貞
元
、
河か

岸し

吹ぶ
き

線
に
つ
い

て
、
道
路
管
理
の
引
き
継
ぎ
が
行
わ
れ
た
た
め
、

市
道
と
し
て
認
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
　

当
該
道
路
に
お
け
る
道
路
反
射
鏡
の
設
置
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

起
点
部
及
び
終
点
部
の
２
か
所
に
道
路
反
射

鏡
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
（
全
会
一
致
で
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
）

◆
議
案
第
23
号

　
　

支
援
金
の
給
付
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

６
月
10

日
時
点
で
の
申
請
件
数
は
３
６
４

件
、
振
り
込
み
件
数
は
１
７
３
件
、
予
算
額
に
対

す
る
申
請
率
は
約
24

％
で
あ
り
、
今
後
も
制
度
の

活
用
に
つ
い
て
周
知
・
啓
発
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

　
　
　

支
援
対
象
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い

て
も
検
討
さ
れ
た
い
。
（
全
会
一
致
で
可
決
す
べ

問問

問問

問

問問

答答

答答

答

答答

意
見

意
見

き
も
の
と
決
定
）

◆
議
案
第
24
号

　
　

「
八
重
原
線
道
路
新
設
改
良
」
及
び
「
大
山

野
、
奥
谷
線
歩
道
整
備
」
に
関
し
、
事
業
の
進

ち
ょ
く
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

八
重
原
線
に
関
し
て
は
、
常
代
地
先
で
の
橋

台
の
築
造
工
事
は
本
年
６
月
中
の
竣
工
を
予
定
し

て
お
り
、
引
き
続
き
、
護
岸
工
事
な
ど
を
行
う
と

と
も
に
未
買
収
用
地
の
用
地
交
渉
を
継
続
し
、
令

和
３
年
度
の
供
用
開
始
に
向
け
事
業
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
大
山
野
、
奥
谷
線
に
関
し
て
は
、
車

道
の
拡
幅
は
完
了
し
て
お
り
、
今
年
度
は
歩
道
の

整
備
を
行
う
こ
と
で
、
事
業
が
完
了
す
る
予
定
で

あ
る
。
（
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
）

君津駅南口駐輪場

感染症予防の様子

大山野、奥谷線

※
議
案
第
23

号
、
議
案
第
24

号
の
内
容
に
つ

い
て
は
３
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

●
経
済
環
境
常
任
委
員
会
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防
災
対
策
基
本
条
例
等

防
災
対
策
基
本
条
例
等

　
調
査
特
別
委
員
会
の
活
動

　
調
査
特
別
委
員
会
の
活
動

　

防
災
対
策
に
関
し
、
議
会
全
体
で
強
力
に
推

進
す
る
た
め
、
議
長
を
除
く
全
議
員
、
21

名
を

構
成
員
と
す
る
特
別
委
員
会
を
令
和
２
年
第
１

回
定
例
会
に
お
い
て
設
置
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
梅
雨
や
台
風
の
時
期
に
備
え
、
防

災
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
急
務
と
し
、
機
動

力
を
持
っ
て
か
つ
、
役
割
を
分
割
し
て
迅
速
に

対
応
し
て
い
く
た
め

に
、
常
任
委
員
会
単

位
の
小
委
員
会
を
組

織
し
ま
し
た
。

■
特
別
委
員
会
小
委
員
会
の
活
動

⑴
「
君
津
市
議
会
議
員
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
策
定
し
、
令
和
２
年
４
月
１
日
に
施

行
し
た
。

⑵　

執
行
部
か
ら
、
令
和
元
年
９
・
10

月
の
風

水
害
に
関
す
る
報
告
書
を
受
け
、
小
委
員
会

の
中
で
課
題
の
洗
い
出
し
、
検
証
、
対
策
に

つ
い
て
関
係
団
体
か
ら
の
聞
き
取
り
を
行
う

な
ど
、
検
討
を
重
ね
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
委
員

会
に
お
い
て
、
防
災
力
の
向
上
を
図
る
上
で

重
要
と
な
る
項
目
を
ま
と
め
た
。

　

今
回
の
一
連
の
災
害
対
応
を
検
証
し
、
市

民
、
協
力
事
業
者
、
行
政
、
議
会
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
、
責
務
を
認
識
し
、
次
な
る
災
害
へ
備

え
る
た
め
、
君
津
市
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

を
含
む
防
災
力
の
充

実
、
強
化
に
つ
い
て

提
言
し
ま
し
た
。

■
本
部
運
営
、
情
報
収
集
・
伝
達
・

共
有
関
係

⑴　

本
部
の
設
置
、
職
員
の
初
動
体
制
な
ど

防
災
に
関
す
る
行
動
を
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
化
し

職
員
が
適
切
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
。

⑵　

情
報
収
集
・
伝
達
・
共
有
に
つ
い
て
、
有

効
な
体
制
、
仕
組
み
づ
く
り
を
構
築
す
る
こ

と
。

⑶　

効
果
的
な
防
災
訓
練
を
様
々
な
単
位
で
実

施
す
る
こ
と
。

■
避
難
所
運
営

⑷　

一
次
避
難
所
と
二
次
避
難
所
（
一
次
避
難

所
だ
け
で
は
足
り
な
い
場
合
に
開
設
）
に
分

け
、
避
難
所
担
当
者
を
明
確
に
し
、
事
前
に

地
域
住
民
等
が
従
事
で
き
る
か
を
定
め
、
職

員
不
足
に
よ
る
未
開
設
を
防
ぐ
こ
と
。

⑸　

災
害
時
要
援
護
者
に
対
す
る
避
難
支
援
者

の
設
置
を
明
確
に
す
る
こ
と
、
ま
た
、
災
害

時
要
援
護
者
名
簿
の
開
示
に
つ
い
て
、
避
難

訓
練
時
の
活
用
に
お
い
て
も
本
人
同
意
を
得

て
、
災
害
時
に

効
果
的
な
支
援

が
で
き
る
よ
う

ル
ー
ル
を
見
直

す
こ
と
。

■
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
対
策

⑹　

市
民
の
安
全
、
安
心
を
守
る
災
害
協
定
を

締
結
し
て
い
る
団
体
等
と
の
連
携
を
一
層
図

り
、
災
害
対
応
に
お
け
る
ル
ー
ル
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
・
見
直
し
す
る
こ
と
。

⑺　

応
急
・
復
旧
対
応
を
迅
速
に
行
う
た
め
、

情
報
伝
達
・
共
有
に
関
し
て
、
窓
口
の
統
一

化
、
明
確
化
を
図
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
応

急
・
復
旧
対
応
に

あ
た
る
地
元
事
業

者
等
の
支
援
体
制

の
整
備
を
図
る
こ

と
。

君
津
市
地
域
防
災
計
画
の
見

君
津
市
地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
を
含
む
防
災
力
の
充
実
、

直
し
を
含
む
防
災
力
の
充
実
、

強
化
に
つ
い
て
提
言

強
化
に
つ
い
て
提
言

手交式の様子

調
査
活
動
の
経
過

調
査
活
動
の
経
過

提
言
の
内
容

提
言
の
内
容
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防
災
意
識
を

高
め
ま
し
ょ
う
！

災
害
時
は
何
が
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
と
い
う
意
識
、
行
動
が

大
切
で
す
。
こ
こ
で
は
防
災
に
役
立
つ
知
識
を
紹
介
し
ま
す
。

次のような内容で防災行政無線等から避難行動を呼びかけます

こちらは、ぼうさいきみつ   きみつ市役所です。

　平成 30 年７月豪雨を教訓として、国において「避難勧告等に関する

ガイドライン」が改訂され、防災に関する各種情報をより直感的に理解

できるように、５段階の警戒レベルが設定されました。これに伴い、今後、

市が発表する避難情報にも警戒レベルを付してお知らせしています。

気象情報を注意するなど大雨
に関する最新情報に注意して
く下さい。

避難に備え、ハザードマップ
等により、自らの避難経路を
確認して下さい。

避難に時間を要する人（高

齢者・障がいのある方、乳

幼児等）とその支援者は避

難を開始して下さい。

速やかに避難して下さい。

公的な避難所までの移動が

危険と思われる場合は、近

くの安全な場所や、自宅内

のより安全な場所に避難し

て下さい。

警戒レベルと取るべき行動とは

警戒

レベル

君津市発令の

避難情報
気象情報

早期注意情報

（気象庁）この段階での

市からの発令は

 ありません。

避難準備・
高齢者等避難

開始

避難勧告

 避難指示（緊急）

大雨・洪水注意報

（気象庁）

大雨洪水警報
（気象庁）

災害発生情報 大雨特別警報
（気象庁）

土砂災害警戒

情報
（気象庁・県）

市民の取るべき行動

1

2

3

4

5

既に災害が発生している

状況です。命を守るため

の最善の行動をとって下

さい。

【警戒レベル3】【警戒レベル4】が発令された地域にお住まいの

方は、速やかに避難してください。状況が急変することもある

ため、警戒レベル1から5の順番で発表されるとは限りません。

警戒レベル

3
警戒レベル

4
警戒レベル

5
避難準備・

高齢者等避難開始

災害発生情報避難勧告

避難指示（緊急）

○○地区に警戒レベル３、避難

準備・高齢者等避難開始を発令

しました。

○○川が氾濫するおそれのある

水位に近づいています。

○○地域にお住まいの方で、避

難に時間のかかる方は、避難を

開始してください。

それ以外の方については、避難

の準備を整え、気象情報に注意

して、危険だと思ったら早めに避

難してください。

○○地区に警戒レベ

ル５、災害発生情報

を発令しました。

○○地区で堤防から水があふれ出

しました。○○地区の方は、大至急、

近くの安全な場所に緊急に避難す

るか、屋内の安全な場所に避難し

てください。

○○地区に警戒レベル４、避難

勧告を発令しました。　

○○川が氾濫するおそれのある

水位に到達しました。

○○地区にお住まいの方は速やかに避難してく

ださい。

○○地区に警戒レベル４、避難指示（緊急）を

発令しました。

○○川の水位が堤防を越えるおそれがあります。

○○地区にお住まいの方で、避難できていない

方は、緊急に避難してください。

避難場所への避難が危険な場合は、近くの安全

な場所に緊急に避難するか、屋内の高いところ

に緊急に避難してください。

防災リンク集 君津市内の避難所に

関する情報や防災行

政無線に関する情報

等については、市

ホームページをご覧

ください。
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新型コロナウイルス感染症の

拡大防止対策を行っています。
　今定例会では、３密を避けるため、席

の間隔をあけることや、換気、会期の短縮、

一般質問の時間短縮を行いました。

　本会議出席者においてはマスクを着用し、

また、市民の皆様にはインターネットでの

本会議のライブ配信について周知するとと

もに、傍聴に来られた方にもマスク着用を

お願いするなど、新型コロナウイルス感染

症の拡大防止対策を十分に行っています。

※議員は議案等の審査において、タブレッ

トを活用しています。

　永年にわたり、地方自治の発展と市政の進展にご尽

力された功績により、次の２名の方が表彰を受けられ

ました。今後一層のご活躍をお祈りいたしております。

【２０年　特別表彰】  磯貝清議員、小林喜久男議員

全国市議会議長会
　永年在職議員表彰

磯貝議員、小林議員

スマートフォン用アプリ「マチイロ」で

「議会だより」をご覧いただけます。

スマートフォン用アプリ「マチイロ」で

「議会だより」をご覧いただけます。

アプリをダウンロードし、「お住まいの地域」で君津市を

選択すると、いつでもどこでもスマホやタブレットなど

で「議会だより」を閲覧することができます。


